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は
じ
め
に

　
『
聾
瞽
指
帰
』
は
空
海
（
七
七
四
〜
八
三
五
）
が
著
し
た
仏
教
書
で
あ
り
、

儒
教
と
道
教
の
二
教
よ
り
も
仏
教
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
戯
曲
的
な
構
成
で
説

い
た
も
の
で
あ
る
。
四
六
駢
儷
体
で
記
さ
れ
た
本
書
は
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
所

蔵
の
、
空
海
の
自
筆
本
と
さ
れ
る
写
本
の
み
が
現
存
し
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
同
じ
く
空
海
の
著
作
と
さ
れ
て
き
た
『
三
教
指
帰
』
と
比
べ
る
と
、
序

文
と
巻
末
の
十
韻
の
詩
に
相
違
が
あ
る
が
、
本
文
に
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
異
同

は
な
い
。『
聾
瞽
指
帰
』
の
序
文
に
は
「
于
時
、
平
朝
御
宇
、
聖
帝
瑞
号
、
延

暦
十
六
年
窮
月
始
日
」
と
あ
り
、『
三
教
指
帰
』
の
序
文
に
は
「
于
時
、
延
暦

十
六
年
臘
月
之
一
日
也
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
延
暦
一
六
年
（
七
九
七
）
一
二

月
一
日
の
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
聾
瞽
指
帰
』
は
『
三
教
指
帰
』
に
先

行
し
て
著
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
序
文
に
従
っ
て
延
暦
一
六
年
に
成
立

し
た
も
の
と
さ
れ
る①
。
す
な
わ
ち
、『
聾
瞽
指
帰
』
は
空
海
が
二
四
歳
の
時
に

著
述
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、『
聾
瞽
指
帰
』
に
受
容
さ
れ
て
い
る
漢

籍
の
影
響
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
若
き
日
の
空
海
が
い
か
な
る
漢
籍
を
学
ん
で

い
た
か
、
空
海
の
初
期
の
学
問
的
背
景
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、『
聾
瞽
指
帰
』
に
引
用
さ
れ
る
中
国
故
事
に
つ
い
て
、
幼
学
書

や
類
書
を
含
む
漢
籍
の
本
文
と
比
較
・
検
討
し
、
空
海
の
学
問
的
背
景
に
つ
い

て
考
察
を
行
う
。
そ
し
て
、『
琱
玉
集
』
と
『
蒙
求
』
の
古
注
が
『
聾
瞽
指
帰
』

に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
い
。

一　
『
琱
玉
集
』
と
『
蒙
求
』

　

最
初
に
、『
琱
玉
集
』
と
『
蒙
求
』
に
つ
い
て
簡
単
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　
『
琱
玉
集
』
は
撰
者
と
成
立
年
代
が
未
詳
の
類
書
で
あ
る
。
中
国
で
は
早
く

『
聾
瞽
指
帰
』
に
お
け
る
中
国
故
事
の
受
容
に
関
す
る
一
考
察

一
四
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に
失
わ
れ
た
が
、
寛
平
三
年
（
八
九
一
）
頃
に
藤
原
佐
世
が
撰
し
た
日
本
最
古

の
漢
籍
目
録
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
の
雑
伝
家
に
「
琱
玉
十
五
巻
」
と
記
載

さ
れ
て
お
り
、
日
本
に
は
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
の
識
語
が
記
さ
れ
た
第
一

二
巻
と
第
一
四
巻
の
写
本
が
残
存
し
て
い
る②
。

　
『
琱
玉
集
』
と
『
三
教
指
帰
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
三
木
雅
博
氏
と
河
野
貴

美
子
氏
の
重
要
な
指
摘
が
あ
る
。
三
木
雅
博
氏
は
寛
治
二
年
（
一
〇
八
八
）
の

序
を
有
す
る
成
安
（
生
没
年
未
詳
）
の
『
三
教
指
帰
注
集
』
が
『
琱
玉
集
』
を

引
用
し
て
注
釈
を
付
し
て
い
る
こ
と
、『
三
教
指
帰
』
に
『
琱
玉
集
』
が
影
響

を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る③
。
ま
た
、
河
野
貴
美
子
氏
は

成
安
が
一
四
条
に
わ
た
っ
て
『
琱
玉
集
』
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
上

で
、
三
木
雅
博
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
空
海
が
『
琱
玉
集
』
を
参
照
し
て
い
た

可
能
性
が
高
い
と
述
べ
て
い
る④
。

　

次
に
、『
蒙
求
』
に
つ
い
て
整
理
を
し
て
お
き
た
い
。『
蒙
求
』
は
唐
の
李
翰

の
撰
し
た
幼
学
書
で
、
古
人
の
有
名
な
伝
記
や
言
行
を
四
字
句
の
標
題
で
表
し
、

類
似
す
る
も
の
を
二
句
で
一
対
と
し
、
全
部
で
五
九
六
句
を
収
め
た
も
の
で
あ

る
。
李
良
が
玄
宗
皇
帝
に
奏
上
し
た
「
薦
蒙
求
表
（
蒙
求
を
薦
む
る
の
表
）」

（
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
本
（
故
宮
本
）
の
巻
首
に
も
存
す
）
に
は
「
天
宝
五
年

八
月
一
日
」
と
年
紀
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
天
宝
五
年
（
七
四
六
）
頃
の
成

立
か
と
さ
れ
て
い
る
。『
蒙
求
』
の
標
題
の
下
に
は
注
が
あ
り
、
元
々
は
撰
者

の
李
瀚
の
注
が
付
さ
れ
て
い
た
が
、
南
宋
の
徐
子
光
が
標
題
と
注
を
改
訂
・
増

補
し
て
補
注
本
を
作
っ
た
こ
と
で
、
李
瀚
の
自
注
本
（
古
注
本
）
は
次
第
に
姿

を
消
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
で
は
伝
来
以
来
、
古
注
本
が
広
く
読
ま
れ
、

平
安
時
代
末
期
書
写
の
故
宮
本
と
鎌
倉
時
代
末
期
書
写
の
真
福
寺
宝
生
院
蔵
本

（
真
福
寺
本
）
は
、
李
瀚
の
自
注
本
に
近
い
形
態
を
遺
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

　
『
蒙
求
』
が
日
本
に
伝
来
し
た
時
期
は
未
詳
で
あ
る
。
な
ぜ
か
『
日
本
国
見

在
書
目
録
』
に
は
著
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
元
慶
二
年
（
八
七
八
）
に
陽
成
天

皇
の
皇
弟
で
、
清
和
天
皇
の
第
四
皇
子
で
あ
る
貞
保
親
王
（
八
七
〇
〜
九
二

四
）
が
『
蒙
求
』
を
用
い
て
読
書
始
を
行
っ
た
記
録
が
残
っ
て
い
る⑤ 

（『
日
本

三
代
実
録
』
同
年
八
月
二
五
日
条
）。
そ
の
時
の
都
良
香
（
八
三
四
〜
八
七
九
）

の
詩
序
と
詩
が
『
扶
桑
集
』
巻
九
に
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
三
木
雅
博
氏
は
「
日

本
に
も
平
安
朝
前
期
、
西
暦
八
五
〇
年
前
後
ま
で
に
は
将
来
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
確
か
め
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る⑥
。
な
お
、
故
宮
本
の
転
写
本
と
さ
れ
る

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
の
『
蒙
求
』
に
は
「
此
蒙
求
上
巻
一
冊
者
、
弘
仁
之
比
渡

候
書
歟
（
此
の
蒙
求
上
巻
一
冊
は
、
弘
仁
の
比 

渡
り
候
ふ
書
か
）」
と
い
う
寛

政
六
年
（
一
七
九
四
）
の
法
眼
謙
宜
の
識
語
が
あ
り
、
弘
仁
年
間
（
八
一
〇
〜

八
二
四
）
頃
の
渡
来
か
と
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
『
聾
瞽
指
帰
』
が
成
立
し
た
延
暦
一
六
年
（
七
九
七
）
よ

り
も
後
に
伝
来
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
若
き
日
の
空
海
が
『
蒙
求
』

を
学
ん
だ
可
能
性
は
低
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
実
際
に
『
聾
瞽
指

『
聾
瞽
指
帰
』
に
お
け
る
中
国
故
事
の
受
容
に
関
す
る
一
考
察

一
五
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帰
』
の
本
文
を
取
り
上
げ
て
、『
琱
玉
集
』
と
『
蒙
求
』
と
い
う
二
つ
の
視
点

か
ら
故
事
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

二　

空
海
に
お
け
る
『
琱
玉
集
』
と
『
蒙
求
』
の
受
容
可
能
性

　
『
琱
玉
集
』
と
『
蒙
求
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
故
事
が
『
聾
瞽
指
帰
』
に
多

く
引
か
れ
て
い
る
例
と
し
て
、
龞
毛
先
生
論
の
一
節
を
挙
げ
る
。

▽『
聾
瞽
指
帰
』
龞
毛
先
生
論

Ⓐ
懸
首
刺
股
之
勤
、
全
闕
心
裏
、
Ⓑ
提
觴
捕
蟹
之
行
、
専
蘊
胸
中
。
Ⓒ
数

十
熠
燿
、
不
聚
嚢
中
、
Ⓓ
一
百
青
鳧
、
常
懸
杖
頭
。

（
Ⓐ
首
を
懸
け
股
を
刺
す
の
勤
め
は
、
全
く
心
裏
に
闕
く
、
Ⓑ
觴
を
提
げ

蟹
を
捕
ら
ふ
る
の
行
ひ
は
、
専
ら
胸
中
に
蘊つ

つ

む
。
Ⓒ
数
十
の
熠い
ふ

燿え
う

は
、
嚢

中
に
聚
め
ず
、
Ⓓ
一
百
の
青せ
い

鳧ふ

は
、
常
に
杖
頭
に
懸
く
。）

　

こ
こ
で
は
龞
毛
先
生
が
中
国
故
事
を
用
い
て
、
蛭
牙
公
子
が
酒
浸
り
で
全
く

勉
学
を
し
な
い
こ
と
を
非
難
し
て
い
る
。
Ⓐ
と
Ⓑ
、
Ⓒ
と
Ⓓ
で
そ
れ
ぞ
れ
対
を

成
し
、
二
組
の
隔
句
対
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
内
容
的
に
は
Ⓐ
と
Ⓒ
、
Ⓑ
と

Ⓓ
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
。

　

Ⓐ
「
懸
首
刺
股
之
勤
（
首
を
懸
け
股
を
刺
す
の
勤
め
）」
と
は
、
後
漢
の
孫

敬
が
縄
を
首
に
か
け
、
戦
国
時
代
の
蘇
秦
が
錐
で
股
を
刺
し
て
眠
気
を
覚
ま
し

な
が
ら
勉
強
し
た
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
こ
う
し
た
心
掛
け
が
蛭
牙
公
子
の
心

の
中
に
は
全
く
な
い
こ
と
を
難
じ
て
い
る
。
Ⓑ
「
提
觴
捕
蟹
之
行
（
觴
を
提
げ

蟹
を
捕
ら
ふ
る
の
行
ひ
）」
と
は
、
晋
の
畢
卓
が
片
手
に
蟹
の
は
さ
み
を
、
片

手
に
杯
を
持
っ
て
思
う
存
分
酒
が
飲
み
た
い
と
言
っ
た
故
事
を
踏
ま
え
て
お
り
、

蛭
牙
公
子
が
酒
浸
り
な
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
Ⓒ
「
数
十
熠
燿
、
不
聚
嚢
中

（
数
十
の
熠
燿
は
、
嚢
中
に
聚
め
ず
）」
と
は
、
蛍
雪
の
功
で
も
知
ら
れ
る
晋
の

車
胤
の
故
事
を
踏
ま
え
、
車
胤
の
よ
う
に
数
十
匹
の
蛍
を
袋
の
中
に
入
れ
て
勉

学
に
励
む
苦
学
の
精
神
が
蛭
牙
公
子
に
は
無
い
こ
と
を
難
じ
て
い
る
。
Ⓓ
「
一

百
青
鳧
、
常
懸
杖
頭
（
一
百
の
青
鳧
は
、
常
に
杖
頭
に
懸
く
）」
と
は
、
晋
の

阮
脩
が
い
つ
も
酒
屋
に
行
く
た
め
の
銭
（
＝
青
鳧
）
を
杖
に
掛
け
て
い
た
と
い

う
故
事
を
引
い
て
、
Ⓑ
と
同
様
に
蛭
牙
公
子
の
酒
好
き
な
こ
と
を
表
現
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
Ⓐ
と
Ⓒ
で
学
問
に
専
心
し
た
人
物
、
Ⓑ
と
Ⓓ
で
飲
酒
に
耽
っ

た
人
物
を
挙
げ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
Ⓐ
の
「
懸
首
刺
股
」
の
よ
う
に
孫
敬
と
蘇
秦
の
故
事
を
組
み
合

わ
せ
た
表
現
は
『
三
教
指
帰
』
の
序
に
も
見
ら
れ
る
。

▽『
三
教
指
帰
』
序

拉
雪
蛍

0

0

於
猶
怠
、
怒
縄
錐
之
不
勤
。

（
雪
蛍
を
猶
ほ
怠
る
こ
と
に
拉
と
り
ひ
し

ぎ
て
、
縄
錐
の
勤
め
ざ
る
こ
と
を
怒

る
。）

　

傍
線
部
の
「
縄
錐
」
は
孫
敬
と
蘇
秦
の
故
事
を
踏
ま
え
た
表
現
で
、
こ
れ
と

対
に
な
っ
て
い
る
「
雪
蛍
」
は
『
蒙
求
』
で
「
孫
康
映
雪
、
車
胤
聚
蛍
」﹇
一

九
三
、
一
九
四
﹈
と
し
て
知
ら
れ
る
孫
康
と
車
胤
の
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
。

『
聾
瞽
指
帰
』
に
お
け
る
中
国
故
事
の
受
容
に
関
す
る
一
考
察
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『
三
教
指
帰
注
集
』
で
は
『
琱
玉
集
』
を
用
い
て
孫
康
と
車
胤
の
故
事
を
示
し

て
い
る
こ
と
か
ら⑦
、
三
木
雅
博
氏
は
「
年
代
的
に
見
る
と
、
空
海
の
場
合
に
は

『
蒙
求
』
で
は
な
く
、『
琱
玉
集
』
に
よ
っ
て
、
こ
の
「
雪
蛍
」
の
表
現
を
生
み

出
し
た
可
能
性
が
高
い
」
と
指
摘
し
、
更
に
「『
蒙
求
』
自
体
も
『
琱
玉
集
』

に
よ
り
、
こ
の
項
を
立
て
た
可
能
性
も
あ
る
」
と
注
記
し
て
い
る⑧
。
Ⓐ
の
孫
敬

と
Ⓒ
の
車
胤
の
故
事
が
『
三
教
指
帰
注
集
』
所
引
の
『
琱
玉
集
』
に
見
え
る
こ

と
は
三
木
雅
博
氏
に
よ
っ
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が⑨
、
実
は

Ⓑ
の
畢
卓
と
Ⓓ
の
阮
脩
に
つ
い
て
も
、
現
存
す
る
『
琱
玉
集
』
に
そ
れ
ぞ
れ
載

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
巻
一
四
・
嗜
酒
﹇
一
四
、
八
﹈）。
そ
の

た
め
、
こ
の
一
節
を
記
す
に
あ
た
っ
て
、
空
海
が
『
琱
玉
集
』
を
参
照
し
た
可

能
性
は
大
い
に
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

　

一
方
、『
琱
玉
集
』
が
『
蒙
求
』
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
も
含
め
、『
蒙

求
』
と
い
う
視
点
か
ら
改
め
て
故
事
を
確
認
し
て
み
る
と
、「
孫
敬
閉
戸
」﹇
一

〇
﹈、「
畢
卓
甕
下
」﹇
二
〇
二
﹈、「
車
胤
聚
蛍
」﹇
一
九
四
﹈、「
阮
脩
杖
頭
」

﹇
二
〇
一
﹈
と
い
う
よ
う
に
、『
琱
玉
集
』
と
同
様
に
、
蘇
秦
を
除
く
四
人
の
故

事
が
『
蒙
求
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。

▽
故
宮
本
『
蒙
求
』「
孫
敬
閉
戸
」﹇
一
〇
﹈

楚
国
先
賢
伝
、
孫
敬
、
字
文
宝
。
恒
閉
戸
読
書
。
拒
睡
則
以紘
紘
紘
紘
紘
紘

縄
繋
頭
、
懸

之紘
紘
紘
梁
上
。
嘗
入
市
。
市
人
見
之
皆
相
謂
曰
、
閉
戸
先
生
来
。
帝
数
徴
之
而

不
就
也
。

（
楚
国
先
賢
伝
に
、
孫
敬
、
字
は
文
宝
。
恒つ
ね

に
戸
を
閉
ぢ
て
書
を
読
む
。

睡
り
を
拒ふ
せ

ぐ
こ
と
は
則
ち
縄
を
以
て
頭
に
繋つ
な

い
で
、
之
れ
を
梁
上
に
懸
く
。

嘗む
か
し

市
に
入
る
。
市
人
之
れ
を
見
て
皆
相
謂
ひ
て
曰
は
く
、
閉
戸
先
生
来

る
と
。
帝
数し
ば

し
ば
之
れ
を
徴
す
れ
ど
も
就
か
ざ
る
な
り
。）

▽
故
宮
本
『
蒙
求
』「
畢
卓
甕
下
」﹇
二
〇
二
﹈

晋
書
、
畢
卓
、
字
茂
世
。
新
蔡
人
也
。
為
性
好
酒
、
毎紘
紘
紘
紘
紘
紘
紘
紘

日
一
手
持
蟹
𣊁
、

一紘
紘
紘
紘
紘

手
持
酒
坏
。
少
希
放
逸
。
後
為
史吏
カ

部
郎
、
常
飲
酒 

廃 

職
。
比
舎
有
醸
酒

姑
熟
。
卓
因
酔
夜
至
甕
間
盗
飲
、
為
掌
酒
者
縛
。
明
旦
視
之
、
乃
畢
吏
部

也
。

（
晋
書
に
、
畢
卓
、
字
は
茂
世
。
新
蔡
の
人
な
り
。
性
と
為
り
酒
を
好
み
、

毎
日
一
手
に
蟹か
い

螯が
う

を
持
ち
、
一
手
に
酒
坏
を
持
つ
。
少
く
し
て
放
逸
を
希

ふ
。
後
に
吏
部
郎
と
為
り
、
常
に
酒
を
飲
み
て
職
を
廃
す
。
比
舎
に
醸
酒

の
姑
熟
す
る
有
り
。
卓 

酔
ひ
に
因
り
て
夜 

甕
間
に
至
り
盗
み
飲
み
、
酒

を
掌
る
者
の
為
に
縛
せ
ら
る
。
明
旦
之
れ
を
視
れ
ば
、
乃
ち
畢
吏
部
な

り
。）

▽
故
宮
本
『
蒙
求
』「
車
胤
聚
蛍
」﹇
一
九
四
﹈

宋
略
、
車
胤
、
字
武
子
。
河
東
人
。
好
読
書
。
家
貧
無
油
。
聚紘
紘
紘
紘
紘

蛍
火
以
絹

袋紘
紘
紘
盛
之
、
継
日
焉
。
後
桓
温
在
荊
洲
、
辟
為
従
事
。
進
爵
臨
湘
侯
也
。

（
宋
略
に
、
車
胤
、
字
は
武
子
。
河
東
の
人
な
り
。
書
を
読
む
を
好
む
。

家
貧
し
く
し
て
油
無
し
。
蛍
火
を
聚
め
て
以
て
絹
袋
に
之
れ
を
盛
り
、
日

螯
カ

『
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事
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す
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に
継
ぐ
。
後
に
桓
温 

荊
洲
に
在
り
、
辟め

し
て
従
事
と
為
す
。
爵
を
臨
湘

侯
に
進
む
な
り
。）

▽
故
宮
本
『
蒙
求
』「
阮
脩
杖
頭
」﹇
二
〇
一
﹈

晋
書
、〔
阮
〕
脩
、
字
宣
子
。
常紘
紘
紘
紘
紘
紘
紘
紘
紘
紘

歩
行
、
以
百
銭
挂
杖
頭
、
至
酒
店
上
便

独
酣
暢
。
雖
当
代
貴
盛
、
不
肯
詣
也
。

（
晋
書
に
、
阮
脩
、
字
は
宣
子
。
常
に
歩
行
す
る
に
、
百
銭
を
以
て
杖
頭

に
挂
け
、
酒
店
の
上
に
至
れ
ば
便
ち
独
り
酣か
ん

暢ち
や
う

す
。
当
代
の
貴
盛
と
雖

も
、
肯あ
へ

て
詣い
た

ら
ざ
る
な
り
。）

　
『
聾
瞽
指
帰
』
の
本
文
と
比
較
す
る
と
、
典
拠
と
見
做
し
得
る
ほ
ど
表
現
が

一
致
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
が⑩
、
Ⓑ
の
畢
卓
と
Ⓓ
の
阮
脩
の
故
事
が
『
蒙

求
』
で
は
二
句
一
対
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
故
事
の
組
み
合
わ

せ
が
共
通
し
て
い
る
点
に
お
い
て
は
、『
琱
玉
集
』
よ
り
も
『
蒙
求
』
の
古
注

の
方
が
『
聾
瞽
指
帰
』
の
本
文
と
親
和
性
が
高
い
と
も
言
え
よ
う⑪
。

　

そ
こ
で
、
以
下
で
は
『
聾
瞽
指
帰
』
の
人
物
に
関
わ
る
故
事
を
二
例
ほ
ど
取

り
上
げ
て
、『
琱
玉
集
』
と
『
蒙
求
』
の
古
注
に
つ
い
て
更
に
探
っ
て
い
き
た

い
。

三　
『
聾
瞽
指
帰
』
の
楊
脩
の
故
事
を
め
ぐ
っ
て

　
『
聾
瞽
指
帰
』
龞
毛
先
生
論
で
は
、
龞
毛
先
生
が
蛭
牙
公
子
に
対
し
て
賢
人

と
愚
人
に
つ
い
て
説
く
際
に
、
後
漢
末
の
楊
脩
の
故
事
が
引
か
れ
て
い
る
。

▽『
聾
瞽
指
帰
』
龞
毛
先
生
論

玉
石
殊
途
、
遥
分
九
等
、
狂
哲
別
区
、
遠
隔
卅
里

0

0

0

。

（
玉
石 

途み
ち

を
殊
に
し
て
、
遥
か
に
九
等
を
分
か
ち
、
狂
哲 

区ち
ま
た

を
別こ
と

に
し

て
、
遠
く
卅
里
を
隔
て
た
り
。）

　

傍
線
部
で
は
、
狂
人
と
哲
人
と
の
差
異
は
遥
か
三
十
里
の
懸
隔
が
あ
る
こ
と

を
示
し
て
お
り
、「
遠
隔
卅
里
（
遠
く
卅
里
を
隔
て
た
り
）」
と
い
う
言
葉
は

『
世
説
新
語
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
楊
脩
の
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
。

▽『
世
説
新
語
』
捷
悟
﹇
三
﹈

魏
武
嘗
過
曹
娥
碑
下
。
楊
脩
従
。
碑
背
上
見
題
作
黄
絹
幼
婦
外
孫
䪡
臼
八

字
。
魏
武
謂
脩
曰
、
解
不
。
答
曰
、
解
。
魏
武
曰
、
卿
未
可
言
。
待
我
思

之
。
行
三紘
紘
紘
十
里
魏
武
乃
曰
、
吾
已
得
。
令
脩
別
記
所
知
。
脩
曰
、
黄
絹
色

糸
也
。
於
字
為
絶
。
幼
婦
少
女
也
。
於
字
為
妙
。
外
孫
女
子
也
。
於
字
為

好
。
䪡
臼
受
辛
也
。
於
字
為
辤
。
所
謂
絶
妙
好
辤
也
。
魏
武
亦
記
之
与
脩

同
。
乃
歎
曰
、
我
才
不
及
卿
、
乃
覚紘
紘
紘
紘

三
十
里
。

（
魏
武
嘗
て
曹
娥
の
碑
の
下
を
過
る
。
楊
脩
従
ふ
。
碑
の
背
上
に
題
し
て

黄
絹
幼
婦
外
孫
䪡せ

い

臼き
う

の
八
字
を
作
る
を
見
る
。
魏
武 

脩
に
謂
ひ
て
曰
は

く
、「
解
す
る
や
不い
な

や
」
と
。
答
へ
て
曰
は
く
、「
解
せ
り
」
と
。
魏
武
曰

は
く
、
卿
未
だ
言
ふ
べ
か
ら
ず
。
我
の
之
れ
を
思
ふ
を
待
て
」
と
。
行
く

こ
と
三
十
里
に
し
て
魏
武
乃
ち
曰
は
く
、「
吾
已
に
得
た
り
」
と
。
脩
を

し
て
別
に
知
る
所
を
記
さ
し
む
。
脩
曰
は
く
、「
黄
絹
は
色
糸
な
り
。
字
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に
於
い
て
絶
と
為
す
。
幼
婦
は
少
女
な
り
。
字
に
於
い
て
妙
と
為
す
。
外

孫
は
女
子
な
り
。
字
に
於
い
て
好
と
為
す
。
䪡
臼
は
辛
を
受
く
る
な
り
。

字
に
於
い
て
辤
と
為
す
。
所
謂
絶
妙
好
辤
な
り
」
と
。
魏
武
も
亦
た
之
れ

を
記
す
こ
と
脩
と
同
じ
。
乃
ち
歎
じ
て
曰
は
く
、「
我
が
才 

卿
に
及
ば
ざ

る
こ
と
、
乃
ち
三
十
里
を
覚
ゆ
」
と
。）

　

曹
操
と
楊
脩
は
嘗
て
曹
娥⑫
の
碑
の
下
を
通
り
か
か
っ
た
時
、
碑
の
背
に
「
黄

絹
幼
婦
外
孫
䪡
臼
」
の
八
字
が
記
さ
れ
て
い
る
の
を
見
た
。
楊
脩
は
そ
の
意
味

を
即
座
に
悟
っ
た
が
、
曹
操
に
は
分
か
ら
ず
、
三
十
里
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
漸
く

理
解
し
た
。
曹
操
は
自
ら
の
才
が
楊
脩
に
三
十
里
及
ば
な
い
と
言
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
故
事
は
『
後
漢
書
』『
三
国
志
』
と
い
っ
た
正
史
、『
文
選
』
の
李
善
注
、

『
芸
文
類
聚
』『
北
堂
書
鈔
』『
初
学
記
』
な
ど
の
唐
代
の
類
書
に
は
見
え
な
い
。

『
聾
瞽
指
帰
』
に
『
世
説
新
語
』
が
受
容
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
考
え
る
と⑬
、

典
拠
と
し
て
は
十
分
な
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
故
事
は
『
琱
玉
集
』
と
『
蒙

求
』
の
古
注
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
て
お
き
た
い
。
な

お
、
重
複
を
避
け
る
た
め
訓
読
文
は
省
略
す
る
。

▽『
琱
玉
集
』
巻
一
二
・
聡
慧
篇
﹇
四
﹈

楊
脩
、
字
徳
祖
、
魏
初
弘
農
華
陰
人
也
。
為
曹
操
主
簿
。
曹
公
至
江
南
、

読
曹
娥
碑
文
。
背
上
別
有
八
字
。
其
辞
云
、
黄
絹
幼
婦
外
孫
蒜
臼
。
曹
公

見
之
不
解
。
而
謂
徳
祖
、
卿
知
之
不
。
徳
祖
曰
、
知
之
。
曹
公
曰
、
卿
且

勿
言
、
待
我
思
之
。
行
卅
里
、
曹
公
初
得
。
令
祖
先
説
。
祖
曰
、
黄
絹
色

糸
、
絶
字
也
。
幼
婦
少
女
、
妙
字
也
。
外
孫
女
子
、
好
字
也
。
䪡
臼
受
辛
、

辤
字
也
。
謂
絶
妙
好
辤
。
曹
公
笑
曰
、
実
如
孤
意
。
俗
云
、
有
智
無
智
隔0

卅
里

0

0

、
此
之
謂
也
。
出
語
林
。

▽
故
宮
本
『
蒙
求
』「
楊
脩
捷
対
」﹇
二
一
九
﹈

語
林
、
楊
脩
字
徳
祖
。
為
魏
王
曹
操
主
簿
。
至
江
南
読
曹
娥
碑
。
碑
背
上

有
八
字
、
其
詞
云
、
黄
絹
幼
婦
、
外
孫
韲
臼
。
操
不
解
問
祖
曰
、
卿
知
否
。

祖
曰
、
知
。
操
曰
、
待
孤
思
之
。
行
卅
里
得
之
。
遂
令
祖
解
。
祖
曰
、
黄

絹
色
々
糸
々
〔
色
糸
。
色
糸
〕
絶
字
。
幼
婦
少
々
女
々
〔
少
女
。
少
女
〕

妙
字
。
外
孫
女
々
子
々
〔
女
子
。
女
子
〕
好
字
。
韲
臼
受
々
辛
々
〔
受
辛
。

受
辛
〕
辤
字
。
操
曰
、
実
如
孤
意
。
俗
云
、
意
有
智
无
智
、
隔
卅
里

0

0

0

也
。

　
『
琱
玉
集
』
と
『
蒙
求
』
の
古
注
は
い
ず
れ
も
『
語
林
』
か
ら
引
用
し
て
い

る
。『
語
林
』
は
晋
の
裴
啓
の
撰
で
あ
る
が
、
佚
書
で
あ
り⑭
、『
日
本
国
見
在
書

目
録
』
に
も
見
え
な
い
。『
世
説
新
語
』
が
「
覚
三
十
里
（
三
十
里
を
覚
ゆ
）」

と
あ
る
の
に
対
し
、『
琱
玉
集
』
と
『
蒙
求
』
の
古
注
は
「
隔
卅
里
（
卅
里
を

隔
つ
）」
と
あ
り
、『
聾
瞽
指
帰
』
の
「
遠
隔
卅
里
（
遠
く
卅
里
を
隔
て
た
り
）」

に
よ
り
近
い
表
現
と
な
っ
て
い
る
。『
蒙
求
』
と
ま
で
は
言
え
な
い
に
し
て
も
、

少
な
く
と
も
『
琱
玉
集
』
の
表
現
を
参
照
し
た
可
能
性
は
指
摘
で
き
よ
う
。

四　
『
聾
瞽
指
帰
』
の
戴
憑
の
故
事
を
め
ぐ
っ
て

　

一
方
、
現
存
す
る
『
琱
玉
集
』
に
は
見
ら
れ
な
い
故
事
で
、『
聾
瞽
指
帰
』

『
聾
瞽
指
帰
』
に
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け
る
中
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と
近
い
表
現
を
見
出
し
得
る
『
蒙
求
』
の
古
注
の
例
を
挙
げ
た
い
。
次
に
示
す

の
は
、
龞
毛
先
生
が
儒
教
の
立
場
か
ら
、
日
々
努
力
研
鑽
し
、
善
を
行
っ
て
い

く
と
弁
舌
に
よ
っ
て
名
誉
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
部
分
で
あ
る
。

▽『
聾
瞽
指
帰
』
龞
毛
先
生
論

如
是
則
会
宴
講
義
、
摧
五
鹿
角
、
諸
生

0

0

論
難
、
重
五
十
筵
。

（
是
く
の
如
く
な
ら
ば
則
ち
会
宴
の
講
義
に
は
、
五
鹿
の
角
を
摧く
だ

き
、
諸

生
の
論
難
に
は
、
五
十
の
莚
を
重
ね
む
。）

　
「
会
宴
講
義
、
摧
五
鹿
角
（
会
宴
の
講
義
に
は
、
五
鹿
の
角
を
摧
き
）」
と
は
、

『
漢
書
』
な
ど
に
見
え
る
朱
雲
の
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
。
五
鹿
充
宗
は
梁
丘

氏
の
『
易
』
を
修
め
た
易
学
の
大
家
で
あ
っ
た
が
、
朱
雲
が
そ
れ
を
論
難
し
た

た
め
、
儒
者
た
ち
は
「
五
鹿
岳
岳
、
朱
雲
折
其
角
（
五
鹿
岳
岳
た
り
、
朱
雲  

其
の
角
を
折
る
）」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
（『
漢
書
』
朱
雲
伝
）。
こ
の
故
事
は

『
蒙
求
』
に
も
「
五
鹿
岳
岳
」﹇
二
八
八
﹈
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
句
と
対
に
な
っ
て
い
る
の
が
傍
線
部
の
「
諸
生
論
難
、
重
五
十
筵
（
諸

生
の
論
難
に
は
、
五
十
の
筵
を
重
ね
む
）」
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
漢
の
戴
憑
の

故
事
を
踏
ま
え
る
。『
後
漢
書
』
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

▽『
後
漢
書
』
儒
林
列
伝
・
戴
憑

戴
憑
、
字
次
仲
。
汝
南
平
輿
人
也
。《
中
略
》
正
旦
朝
賀
、
百
僚
畢
会
。

帝
令
群
臣
能
説
経
者
更
相
難
詰
、
義
有
不
通
、
輒
奪
其
席
以
益
通
者
。
憑

遂
重
坐
五
十
餘
席
。
故
京
師
為
之
語
曰
、
解
経
不
窮
戴
侍
中
。
在
職
十
八

年
、
卒
於
官
、
詔
賜
東
園
梓
器
、
銭
二
十
万
。

（
戴
憑
、
字
は
次
仲
。
汝
南
平
輿
の
人
な
り
。《
中
略
》
正
旦
の
朝
賀
に
、

百
僚
畢
く
会
す
。
帝 

群
臣
の
能
く
経
を
説
く
者
を
し
て
更か
は
る

が
は
る
相
難

詰
せ
し
め
、
義
に
通
ぜ
ざ
る
こ
と
有
れ
ば
、
輒
ち
其
の
席
を
奪
ひ
て
以
て

通
ず
る
者
に
益
す
。
憑 

遂
に
坐
を
重
ぬ
る
こ
と
五
十
餘
席
。
故
に
京
師 

之
れ
が
為
に
語
り
て
曰
は
く
、「
経
を
解
し
て
窮
ま
ら
ざ
る
は
戴
侍
中
」

と
。
職
に
在
る
こ
と
十
八
年
、
官
に
卒
す
。
詔
し
て
東
園
の
梓
器
、
銭
二

十
万
を
賜
ふ
。）

　

戴
憑
は
経
典
の
議
論
に
勝
っ
て
敗
者
の
席
を
奪
い
続
け
、
遂
に
は
五
十
余
り

を
重
ね
た
と
い
う
。『
聾
瞽
指
帰
』
の
「
重
五
十
筵
（
五
十
の
筵
を
重
ね
む
）」

に
相
当
す
る
表
現
は
『
後
漢
書
』
の
「
遂
重
坐
五
十
餘
席
（
遂
に
坐
を
重
ぬ
る

こ
と
五
十
餘
席
）」
に
当
た
る
が
、「
諸
生
」
に
相
当
す
る
言
葉
は
「
百
僚
」
ま

た
は
「
群
臣
」
し
か
見
出
せ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、『
東
観
漢
記
』
を
出
典
と
し

て
引
く
『
蒙
求
』
の
古
注
に
は
「
諸
生
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。『
東
観
漢
記
』
は
後
漢
の
明
帝
が
創
修
し
た
後
漢
の
歴
史
書
で
あ
る

が
、『
後
漢
書
』
が
編
纂
さ
れ
て
後
は
次
第
に
散
佚
し
て
い
っ
た
た
め
、
原
典

を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、『
蒙
求
』
の
古
注
と
併
せ
て
、

『
太
平
御
覧
』
所
引
の
『
東
観
漢
記
』
の
佚
文
も
挙
げ
て
お
く
。
な
お
、『
後
漢

書
』
と
の
重
複
を
避
け
、
い
ず
れ
の
訓
読
文
も
省
略
を
し
た
。

▽
故
宮
本
『
蒙
求
』
戴
憑
重
席
﹇
四
六
﹈

『
聾
瞽
指
帰
』
に
お
け
る
中
国
故
事
の
受
容
に
関
す
る
一
考
察

二
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東
観
漢
記
曰
、
戴
馮マ
マ

、
字
次
仲
。
拝
侍
中
。
正
旦
朝
賀
、
帝
会
群
臣
、
諸0

生0

能
説
経
者
更
相
難
誥
、
義
有
不
通
者
、
輒
奪
其 

席
、
以 

益
通
者
。
馮マ

マ

遂
重
坐
五
十
餘
席
。
故
京
師
語
曰
、
解
経
不
窮
戴
侍
中
。

▽『
東
観
漢
記
』
戴
憑
伝
（『
太
平
御
覧
』
巻
二
一
九
、
職
官
部
十
七
・
侍
中
）

東
観
漢
記
曰
、
戴
憑
、
字
次
仲
。
為
侍
中
。
正
旦
朝
賀
、
百
僚
畢
会
。
帝

令
群
臣
能
説
経
者
更
相
難
詰
、
義
有
不
通
、
輒
奪
其
席
以
益
通
者
。
憑
遂

重
坐
五
十
餘
席
。
故
京
師
為
之
語
曰
、
解
経
不
窮
戴
侍
中
。

　

傍
線
部
を
比
較
す
る
と
、『
東
観
漢
記
』
の
佚
文
は
『
後
漢
書
』
と
全
く
同

じ
で
あ
る
。
し
か
し
、『
蒙
求
』
の
古
注
が
引
く
『
東
観
漢
記
』
で
は
「
諸
生

能
説
経
者
（
諸
生
の
能
く
経
を
説
く
者
）」
と
あ
り
、『
聾
瞽
指
帰
』
と
同
様
に

「
諸
生
」
の
語
が
確
認
で
き
る
。
戴
憑
が
五
十
余
席
を
重
ね
た
故
事
は
唐
代
の

幼
学
書
で
あ
る
『
百
二
十
詠
詩
注
』
や
、『
芸
文
類
聚
』、『
北
堂
書
鈔
』、『
白

氏
六
帖
事
類
集
』
な
ど
の
類
書
に
も
散
見
す
る
が
、
い
ず
れ
も
「
諸
生
」
と
い

う
言
葉
は
用
い
て
い
な
い⑮
。
現
存
す
る
『
琱
玉
集
』
の
残
巻
や
佚
文
に
は
戴
憑

の
故
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、「
諸
生
」
と
い
う
表
現
が
『
琱
玉
集
』

に
も
存
在
し
た
可
能
性
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
現
時
点
で
は
『
蒙

求
』
の
古
注
が
『
聾
瞽
指
帰
』
の
本
文
に
最
も
近
い
表
現
を
有
し
て
い
る
と
指

摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

　
『
琱
玉
集
』
の
巻
一
二
と
巻
一
四
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
故
事
の
う
ち
、
約
四

分
の
一
が
『
蒙
求
』
と
重
な
る
。
ま
た
、『
琱
玉
集
』
巻
一
二
・
聡
慧
の
巻
頭

に
あ
る
「
張
安
三
篋
」
と
「
応
奉
五
行
」
が
『
蒙
求
』
で
は
「
応
奉
五
行
、
安

世
三
篋
」﹇
三
九
九
、
四
〇
〇
﹈
と
二
句
一
対
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に⑯
、『
蒙

求
』
で
対
に
な
る
故
事
が
『
琱
玉
集
』
の
同
じ
篇
の
中
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
例

が
見
ら
れ
る
。
い
く
つ
か
挙
げ
る
と
、
例
え
ば
、
巻
一
四
・
嗜
酒
に
は
、
既
に

挙
げ
た
「
阮
宣
杖
頭
、
畢
卓
甕
下
」﹇
二
〇
一
、
二
〇
二
﹈
の
ほ
か
に
、「
陳
遵

投
轄
、
山
簡
倒
載
」﹇
一
六
九
、
一
七
〇
﹈
の
故
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
巻
一
四
・
美
人
に
「
平
叔
傅
粉
、
弘
治
凝
脂
（
故
宮
本
は
「
弘
治
凝

脂
」
に
作
る
）」﹇
二
五
九
、
二
六
〇
﹈、
巻
一
四
・
醜
人
に
「
孟
陽
擲
瓦
、
賈

氏
如
皐
」﹇
四
三
三
、
四
三
四
﹈、
巻
一
四
・
別
味
に
「
苻
朗
皂
白
（『
琱
玉
集
』

と
真
福
寺
本
は
「
苻
朗
皂
白
」
に
作
る
）、
易
牙
淄
澠
」﹇
五
六
五
、
五
六
六
﹈

と
い
う
よ
う
に
、『
蒙
求
』
の
故
事
の
組
み
合
わ
せ
と
『
琱
玉
集
』
の
分
類
に

あ
る
程
度
共
通
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。『
琱
玉
集
』
の
類
書

的
な
性
格
上
、
特
記
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
表
現
上
の
重

な
り
も
見
ら
れ
る
こ
と
と
併
せ
て
考
え
る
と
、
三
木
雅
博
氏
の
指
摘
に
も
あ
っ

た
よ
う
に⑰
、『
琱
玉
集
』
と
『
蒙
求
』
の
間
に
は
何
ら
か
の
関
係
性
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

『
聾
瞽
指
帰
』
に
お
け
る
中
国
故
事
の
受
容
に
関
す
る
一
考
察
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一
方
で
、『
蒙
求
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
を
扱
う
上
で
の
難
し
さ
も
あ
る
。
池

田
利
夫
氏
は
「
蒙
求
は
幼
学
書
な
る
が
ゆ
え
か
、
現
に
蒙
求
の
影
が
見
え
て
も
、

古
注
釈
家
は
蒙
求
の
書
名
を
掲
げ
ず
し
て
、
原
拠
の
典
拠
を
示
す
の
を
例
と
す

る
」
と
指
摘
す
る⑱
。
日
本
人
の
教
養
の
根
底
に
『
蒙
求
』
の
影
響
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
幼
学
書
と
し
て
の
性
格
ゆ
え
に
典
拠
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
に
は
難

し
さ
が
伴
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
平
安
時
代
後
期
に
藤
原
範
兼
（
一
一
〇
七
〜

一
一
六
五
）
が
著
し
た
『
和
歌
童
蒙
抄
』
の
研
究
に
関
連
し
て
、
田
中
幹
子
氏

は
院
政
期
の
漢
学
者
に
と
っ
て
『
蒙
求
』
が
他
の
類
書
よ
り
一
段
下
が
る
も
の

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る⑲
。
こ
の
こ
と
は
、

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
『
蒙
求
』
が
著
録
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
し
、『
枕
草
子
』
一
五
四
段

で
『
蒙
求
』
の
古
注
か
ら
朱
買
臣
の
故
事
を
学
ん
だ
と
さ
れ
る
清
少
納
言
が
、

同
書
一
九
七
段
で
「
文
は
文
集
。
文
選
、
新
賦
。
史
記
、
五
帝
本
紀
。
願
文
。

表
。
博
士
の
申
文
。」
と
し
て
、『
蒙
求
』
を
挙
げ
て
い
な
い
こ
と
も
思
い
合
わ

さ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
『
聾
瞽
指
帰
』
に
引
用
さ
れ
る
故
事
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
て
、

『
琱
玉
集
』
と
『
蒙
求
』
の
古
注
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
幼
学
書
と

い
う
性
格
ゆ
え
の
問
題
や
、
現
存
す
る
資
料
の
み
を
使
っ
て
検
討
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
制
約
は
あ
る
が
、
本
文
を
詳
細
に
比
較
す
る
こ
と
で
少
し
ず
つ
明

ら
か
に
で
き
た
こ
と
も
あ
る
。
現
時
点
で
は
『
聾
瞽
指
帰
』
に
『
蒙
求
』
の
古

注
が
直
接
影
響
を
与
え
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、『
琱
玉
集
』
と
『
蒙
求
』

の
古
注
と
の
間
に
は
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
な
影
響
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る

こ
と
、『
琱
玉
集
』
や
『
蒙
求
』
の
古
注
に
見
ら
れ
る
表
現
が
『
聾
瞽
指
帰
』

に
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
指
摘
で
き
そ
う
で
あ
る
。
今
回
は
僅
か
な
故
事
の

検
討
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
今
後
は
更
に
用
例
を
拾
い
上
げ
、
研
究
を
積
み
重
ね

る
こ
と
で
、
空
海
の
初
期
の
学
問
世
界
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注＊ 

引
用
し
た
本
文
は
『
聾
瞽
指
帰
』『
三
教
指
帰
』
は
定
本
弘
法
大
師
全
集
、『
日
本
国

見
在
書
目
録
』
は
日
本
書
目
大
成
、『
蒙
求
』
の
故
宮
本
と
書
陵
部
本
は
池
田
利
夫

編
『
蒙
求
古
註
集
成
』
上
巻
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
年
）、『
世
説
新
語
』
は
中
国

古
典
文
学
基
本
叢
書
、『
琱
玉
集
』
は
柳
瀬
喜
代
志
・
矢
作
武
『
琱
玉
集
注
釈
』（
汲

古
書
院
、
一
九
八
五
年
）、『
後
漢
書
』
は
中
華
書
局
、『
太
平
御
覧
』
は
台
湾
商
務

印
書
館
影
印
、『
東
観
漢
記
』
は
中
国
史
学
基
本
典
籍
叢
刊
、『
枕
草
子
』
は
新
日
本

古
典
文
学
大
系
、『
日
本
三
代
実
録
』
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
に
拠
り
、
傍
線
・
波

線
・
傍
点
を
付
し
、
適
宜
、
句
読
点
等
を
私
に
改
め
た
。

①　
『
三
教
指
帰
』
に
は
空
海
真
作
説
と
偽
作
説
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
太
田
次

男
「
東
寺
宝
菩
提
院
三
密
蔵
『
三
教
勘
注
抄
』
巻
五
〔
鎌
倉
初
〕
写
本
に
つ
い
て

―
附
・
本
文
の
翻
印

―
」（『
空
海
及
び
白
楽
天
の
著
作
に
係
わ
る
注
釈
書
類
の

調
査
研
究 

中
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
七
年
。
初
出
は
一
九
九
九
年
）、
大
柴
清
圓

「
再
論
『
三
教
指
帰
』
真
作
説
」（『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
九
、

二
〇
一
六
年
三
月
）、
後
者
に
つ
い
て
は
向
井
隆
健
「「
御
遺
告
」
成
立
順
と
『
三
教

『
聾
瞽
指
帰
』
に
お
け
る
中
国
故
事
の
受
容
に
関
す
る
一
考
察
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指
帰
』
序
文
と
の
関
係

―
上
山
春
平
著
『
空
海
』
を
読
ん
で
」（『
豊
山
学
報
』
三

六
・
三
七
合
併
号
、
一
九
九
二
年
三
月
）、
河
内
昭
圓
『
三
教
指
帰
と
空
海

―
偽

撰
の
文
章
論
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。
た
だ
し
、『
聾
瞽
指
帰
』

が
延
暦
一
六
年
に
空
海
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
と
い
う
見
解
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
一
致
し

て
い
る
。
な
お
、
空
海
の
十
大
弟
子
の
一
人
で
あ
る
真
済
（
八
〇
〇
〜
八
六
〇
）
の

作
と
伝
え
る
「
空
海
僧
都
伝
」
や
「
大
僧
都
空
海
伝
」（『
続
日
本
後
紀
』
承
和
二
年

（
八
三
五
）
三
月
庚
午
（
二
五
日
）
条
）
は
、
空
海
が
『
三
教
指
帰
』
を
一
八
歳
で

著
し
た
と
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
空
海
の
初
期
の
学
問
や
思
想
を
知
る
上
で
『
聾

瞽
指
帰
』
は
重
要
な
作
品
と
言
え
る
。

②　

柳
瀬
喜
代
志
・
矢
作
武
『
琱
玉
集
注
釈
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
五
年
）
の
「
解

説
」
参
照
。

③　

三
木
雅
博
氏
は
「
空
海
は
、
初
学
者
が
見
当
も
つ
か
な
い
よ
う
な
特
殊
な
文
献
を

典
拠
と
し
て
多
用
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
初
学
者
に
と
っ
て
な
じ
み
や

す
い
文
献
（
た
と
え
ば
『
琱
玉
集
』
な
ど
は
そ
の
有
力
な
も
の
の
一
つ
で
は
な
い

か
）
に
採
ら
れ
て
い
る
話
を
多
く
典
拠
に
用
い
て
、
こ
の
書
物
を
書
い
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。」
と
指
摘
し
て
い
る
（「『
童
子
教
』
の
成
立
と
『
三
教
指
帰
』」

『
平
安
朝
漢
文
学
鉤
沈
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
七
年
。
初
出
は
一
九
九
七
年
）。

④　

河
野
貴
美
子
氏
は
成
安
の
『
三
教
指
帰
注
集
』
や
藤
原
敦
光
（
一
〇
六
三
〜
一
一

四
四
）
の
『
三
教
勘
注
抄
』
な
ど
、
平
安
時
代
後
期
に
作
ら
れ
た
空
海
の
著
作
に
対

す
る
注
釈
書
に
つ
い
て
、「
こ
の
よ
う
に
注
釈
書
の
情
報
は
空
海
自
身
の
作
文
環
境

の
推
察
を
可
能
と
し
、
ま
た
空
海
の
文
を
学
ん
だ
後
世
の
人
び
と
の
学
習
環
境
や
空

海
ゆ
か
り
の
書
物
群
が
平
安
期
を
通
じ
て
い
か
に
継
承
さ
れ
た
か
を
も
知
る
手
が
か

り
と
な
る
。」
と
指
摘
し
て
い
る
（「
空
海
の
文
事
を
通
し
て
み
る
平
安
朝
文
学
史
の

一
考
察
」『
国
語
と
国
文
学
』
九
八
―

五
、
二
〇
二
一
年
五
月
）。

⑤　
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
二
年
（
八
七
八
）
八
月
二
五
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
見

え
る
。

　
　
　

 

是
日
、
皇
弟
貞
保
親
王
於
披
香
舎
始
読
蒙
求
。
従
四
位
下
行
式
部
大
輔
兼
美
濃

権
守
橘
朝
臣
広
相
侍
読
。
小
会
置
宴
。
右
大
臣
特
喚
従
五
位
上
守
左
少
弁
巨
勢

朝
臣
文
雄
、
文
章
博
士
従
五
位
下
兼
行
大
外
記
越
前
権
介
都
朝
臣
良
香
、
従
五

位
下
行
大
外
記
島
田
朝
臣
良
臣
、
正
六
位
上
行
少
内
記
菅
野
朝
臣
惟
肖
等
数
人
、

令
賦
詩
。
管
絃
間
奏
。
夜
分
而
罷
。
賜
禄
有
差
。

　
　
　

 （
是
の
日
、
皇
弟
貞
保
親
王 

披
香
舎
に
於
い
て
始
め
て
蒙
求
を
読
む
。
従
四
位

下
行
式
部
大
輔
兼
美
濃
権
守
橘
朝
臣
広
相
侍
読
。
小
会
し
て
宴
を
置
く
。
右
大

臣
（
藤
原
基
経
） 

特
に
従
五
位
上
守
左
少
弁
巨
勢
朝
臣
文
雄
、
文
章
博
士
従
五

位
下
兼
行
大
外
記
越
前
権
介
都
朝
臣
良
香
、
従
五
位
外
行
大
内
記
島
田
朝
臣
良

臣
、
正
六
位
上
行
少
内
記
菅
野
朝
臣
惟
肖
等
数
人
を
喚
し
て
、
詩
を
賦
せ
し
む
。

管
絃
間
奏
す
。
夜
分
に
し
て
罷
る
。
禄
を
賜
る
こ
と
差
有
り
。）

⑥　

注
③
前
掲
論
文
。

⑦　

成
安
の
『
三
教
指
帰
注
集
』
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　
　

 

琱
玉
集
云
、
孫
康
貧
無
油
。
常
映
雪
読
書
。
又
云
、
車
胤
字
武
子
、
家
貧
無
有

灯
燭
。
乃
取
数
十
蛍
火
、
以
絹
紙
盛
之
、
懸
照
読
書
。
於
後
位
至
司
徒
也
。

　
　
　

 （『
琱
玉
集
』
に
云
は
く
、「
孫
康 

貧
し
く
し
て
油
無
し
。
常
に
雪
に
映
じ
て

書
を
読
む
」
と
。
又
云
は
く
、「
車
胤 

字
は
武
子
、
家
貧
し
く
し
て
灯
燭
有
る

無
し
。
乃
ち
数
十
の
蛍
火
を
取
り
、
絹
紙
を
以
て
之
れ
を
盛
り
、
懸
け
照
ら
し

て
書
を
読
む
。
後
に
し
て
位
は
司
徒
に
至
る
な
り
」
と
。）

⑧　

注
③
前
掲
論
文
。

⑨　

注
③
前
掲
論
文
。

⑩　
『
聾
瞽
指
帰
』
の
「
一
百
青
鳧
、
常
懸
杖
頭
（
一
百
の
青
鳧
は
、
常
に
杖
頭
に
懸

く
）」
と
い
う
表
現
に
対
し
て
、
故
宮
本
『
蒙
求
』「
阮
脩
杖
頭
」﹇
二
〇
一
﹈
は

「
常
歩
行
、
以
百
銭
挂
杖
頭
（
常
に
歩
行
す
る
に
、
百
銭
を
以
て
杖
頭
に
挂
け
）」、

『
琱
玉
集
』
は
「
毎
歩
行
、
以
百
銭
着
掛
杖
頭
（
歩
行
す
る
毎
に
、
百
銭
を
以
て
着

け
て
杖
頭
に
掛
け
）」
と
あ
り
、
表
現
上
は
『
琱
玉
集
』
よ
り
も
『
蒙
求
』
の
古
注

『
聾
瞽
指
帰
』
に
お
け
る
中
国
故
事
の
受
容
に
関
す
る
一
考
察

二
三
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の
方
が
『
聾
瞽
指
帰
』
に
や
や
近
い
。
た
だ
し
、『
世
説
新
語
』
の
本
文
も
『
蒙
求
』

の
古
注
と
ほ
ぼ
同
じ
表
現
で
あ
る
た
め
、『
蒙
求
』
の
古
注
を
直
接
の
典
拠
と
見
做

す
こ
と
は
難
し
い
。

　

▽『
琱
玉
集
』
巻
一
四
・
嗜
酒
﹇
七
﹈

　
　
　

 

阮
宣
、
字
子宣
子
カ常
。
晋
時
陳
留
人
也
。
為
性
好
酒
、
不
慕
栄
禄
。
毎紘
紘
紘
紘
紘
紘

歩
行
、
以
百

銭紘
紘
紘
紘
紘

着
掛
杖
頭
、
至
酒
店
上
、
独
酣
暢
而
与
銭
尽
帰
。
明
日
還
復
然
也
。
出

□ 

□
。

　
　
　

 （
阮
宣
、
字
は
子
常
。
晋
の
時
の
陳
留
の
人
な
り
。
性
と
為
り
酒
を
好
み
、
栄

禄
を
慕
は
ず
。
歩
行
す
る
毎
に
、
百
銭
を
以
て
着
け
て
杖
頭
に
掛
け
、
酒
店
の

上
に
至
れ
ば
、
独
り
酣
暢
し
て
銭
を
与
へ
尽
し
て
帰
る
。
明
日
還
復
た
然
る
な

り
。
□ 

□
に
出
づ
。）

　

▽『
世
説
新
語
』
任
誕
﹇
一
八
﹈

　
　
　

 

阮
宣
子
、
常紘
紘
紘
紘
紘
紘
紘
紘
紘
紘

歩
行
、
以
百
銭
掛
杖
頭
、
至
酒
店
便
独
酣
暢
。
雖
当
世
貴
盛
、
不

肯
詣
也
。

　
　
　

 （
阮
宣
子
、
常
に
歩
行
す
る
に
、
百
銭
を
以
て
杖
頭
に
掛
け
、
酒
店
に
至
れ
ば

便
ち
独
り
酣
暢
す
。
当
世
の
貴
盛
と
雖
も
、
肯
て
詣
ら
ざ
る
な
り
。）

⑪　

な
お
、『
三
教
指
帰
注
集
』
は
畢
卓
の
故
事
を
『
芸
文
類
聚
』
か
ら
、
阮
脩
の
故

事
を
『
琱
玉
集
』
か
ら
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
、『
三
教
勘
注
抄
』
は
い
ず
れ
の
故

事
も
『
晋
書
』
か
ら
引
用
し
て
い
る
。

⑫　

曹
娥
は
後
漢
の
孝
女
。
一
四
歳
の
時
に
父
の
後
を
追
っ
て
入
水
し
た
と
い
う

（『
後
漢
書
』
孝
女
曹
娥
伝
）。

⑬　

例
え
ば
、
河
野
貴
美
子
氏
は
『
三
教
指
帰
』
亀
毛
先
生
論
の
「
戴
淵
変
志
、
登
将

軍
位
、
周
処
改
心
、
得
忠
孝
名
（
戴
淵 

志
を
変
へ
て
、
将
軍
の
位
に
登
り
、
周
処 

心
を
改
め
て
、
忠
孝
の
名
を
得
た
り
）」（『
聾
瞽
指
帰
』
龞
毛
先
生
論
も
同
文
）
に

つ
い
て
、「
こ
れ
は
明
ら
か
に
『
世
説
新
語
』
自
新
篇
の
戴
淵
と
周
処
の
故
事
に
基

づ
く
一
節
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
注
④
前
掲
論
文
）。

⑭　
『
隋
書
』
経
籍
志
の
子
部
・
小
説
家
類
に
「
語
林
十
巻
、
東
晋
処
士
裴
啓
撰
。
亡
」

と
あ
り
、『
世
説
新
語
』
と
同
じ
小
説
家
類
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。「
語
林
は
、
世
説

新
語
の
先
駆
と
な
っ
た
書
」
と
い
う
（
興
膳
宏
・
川
合
康
三
『
隋
書
経
籍
志
詳
攷
』

汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年
）。

⑮　

戴
憑
が
五
十
餘
席
を
重
ね
た
故
事
は
『
百
二
十
詠
詩
注
』（
席
﹇
〇
七
二
﹈、
経

﹇
〇
八
一
﹈）、『
芸
文
類
聚
』（
巻
四
・
歳
時
中
・
元
正
、
巻
六
九
・
服
飾
部
上
・
薦

蓆
）、『
北
堂
書
鈔
』（
巻
五
八
・
設
官
部
十
・
侍
中
「
戴
憑
解
経
不
窮
」、
巻
九
八
・

芸
文
部
四
・
談
講
「
義
有
不
通
輒
奪
其
席
」、
巻
一
三
三
・
服
飾
部
二
・
席
「
不
通

輒
奪
」、
巻
一
五
五
・
歳
時
部
三
・
元
正
「
百
僚
畢
会
」）、『
白
氏
六
帖
事
類
集
』

（
巻
四
・
席
「
独
坐
五
十
」、
巻
二
六
・
講
論
「
重
席
」）
に
引
か
れ
て
い
る
。

⑯　

た
だ
し
、
故
宮
本
は
上
巻
﹇
一
〜
三
〇
二
﹈
の
み
、
真
福
寺
本
は
下
巻
の
一
部

﹇
四
〇
七
〜
五
七
六
﹈
し
か
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
古
注
の
内
容
ま
で
は
確
認
で
き

な
い
。

⑰　

注
③
前
掲
論
文
。

⑱　

池
田
利
夫
編
『
蒙
求
古
註
集
成
』
上
巻
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
年
）
の
「
序
」

参
照
。

⑲　

田
中
幹
子
「『
和
歌
童
蒙
抄
』
に
つ
い
て
の
一
考
察

―
『
古
注
蒙
求
』
と
の
関

係

―
」（『
中
世
文
学
』
三
五
、
一
九
九
〇
年
）
参
照
。

〔
付
記
〕　

二
〇
二
〇
年
一
二
月
六
日
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
研
究
発
表
会
・
講
演
会

（
於Zoom

）
で
「『
聾
瞽
指
帰
』
に
お
け
る
中
国
故
事
の
受
容
」
と
題
し
て
口

頭
発
表
し
た
も
の
を
加
筆
修
正
し
た
。
ま
た
、
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金

（
研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援
）「
平
安
朝
漢
文
学
に
お
け
る
中
国
故
事
の
研
究

―
『
蒙
求
』
の
古
注
を
端
緒
と
し
て

―
」（
課
題
番
号 20K

21972

）
に
よ

る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

『
聾
瞽
指
帰
』
に
お
け
る
中
国
故
事
の
受
容
に
関
す
る
一
考
察

二
四
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